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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期
第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

第69期

会計期間

　自平成21年
４月１日

　至平成21年
９月30日　

　自平成22年
４月１日

　至平成22年
９月30日　

　自平成21年
７月１日

　至平成21年
９月30日　

　自平成22年
７月１日

　至平成22年
９月30日　

  自平成21年
４月１日

　至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 56,671 61,988 28,537 31,383 116,219

経常利益（百万円） 3,899 4,934 2,260 2,746 9,793

四半期（当期）純利益（百万円） 1,832 2,793 1,263 1,651 5,229

純資産額（百万円） ― ― 116,853 119,136 120,751

総資産額（百万円） ― ― 182,918 177,827 186,920

１株当たり純資産額（円） ― ― 1,621.831,699.111,675.56

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
25.60 39.38 17.64 23.49 73.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
 ―  ― 　　　 ―　 　　　 ―　 ―

自己資本比率（％） ― ― 63.5 66.6 64.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,433 4,193 ― ― 9,296

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△11,189 7,268 ― ― △19,896

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,490 △8,404 ― ― △86

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
― ― 17,190 16,833 13,816

従業員数（人） ― ― 8,044 8,206 7,703

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

４. 従業員数は、就業人員数を記載しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 8,206(2,275)

　（注）１．　従業員数は、就業人員数であります。

　　　　２.　 従業員欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間平均雇用人員数であります。

　　　　 

 

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 3,352(647)

　（注）１．　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。

　　　　２.　 従業員欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間平均雇用人員数であります。
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第２【事業の状況】

１【販売の状況】

 

(1）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）　

運送事業（百万円） 14,787 115.7

倉庫事業（百万円） 4,379 101.0

梱包事業（百万円） 8,376 107.2

テスト事業（百万円） 1,907 96.9

その他事業（百万円） 1,932 118.0

合計（百万円） 31,383 110.0

　（注）１. セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績

の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

 本田技研工業㈱ 3,882 13.6 4,029 12.8

 　　　 ３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

  当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、製造業の生産や輸出に持ち直しの動きがみられましたが、

株価の下落や円高の急激な進行等もあり、先行き不透明な状況のまま推移しました。

当物流業界におきましては、製造業の生産量増加もあり、昨年に比べて貨物取扱量は増加してきましたが、リー

マンショック以前の水準までには回復しておらず、依然として厳しい状況にありました。

売上高につきましては、前年同期比10.0％増の313億83百万円となりました。その要因といたしましては、当社

グループの主要顧客である自動車業界を中心に製造業の生産量が増加し、貨物取扱量が増加したためでありま

す。

営業利益につきましては、前年同期比19.9％増の25億46百万円となりました。その主な要因といたしましては、

業務量の増加や、設備投資の抑制による減価償却費の減少等、固定費の削減によるものであります。

経常利益につきましては、前年同期比21.5％増の27億46百万円となりました。営業外収益につきましては、受取

利息の減少等により、前年同期比14.6％減の3億66百万円となりました。営業外費用につきましては、為替差損の

減少等により、前年同期比43.3％減の１億66百万円となりました。

四半期純利益につきましては、前年同期にありました早期割増退職金がなくなったこともあり、前年同期比

30.7％増の16億51百万円となりました。　

　

　 　セグメントの業績は、次のとおりであります。　　

 

   　　運送事業

  景気の持ち直しによる輸送量増加や、NIPPON KONPO VIETNAM CO.,LTD.について重要性が増したため、第１四

半期連結会計期間より連結の範囲に含めたことにより、運送事業収入は前年同期比15.7％増の147億87百万円

となりました。営業利益は、売上高の増加や減価償却費の減少等により、前年同期比26.5％増の７億98百万円と
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なりました。

  倉庫事業

景気の持ち直しにより、倉庫事業収入は前年同期比1.0％増の43億79百万円となりました。営業利益は、売上

高の増加等により、前年同期比0.8％増の８億８百万円となりました。 

       梱包事業

　タイ国の子会社における輸出梱包業務に係る梱包資材が無償支給になったことや、北米において為替の影響

による売上高減少がありましたが、日本国内の業務量増加等により、梱包事業収入は前年同期比7.2％増の83億

76百万円となりました。営業利益は、業務の効率化や経費削減により、前年同期比58.2％増の６億23百万円とな

りました。

     　テスト事業

主要取引先の業務量減少等により、テスト事業収入は前年同期比3.1％減の19億７百万円となりました。営業

利益は、前年同期比56.7％減の22百万円となりました。

　

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、168億33百万円とな

りました。

　  当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま　

　す。

      (イ）営業活動によるキャッシュ・フロー

 営業活動の結果得られた資金は27億９百万円となり、前第２四半期連結会計期間に比べ20億47百万円増

加いたしました。この要因といたしましては、仕入債務の増減額によるキャッシュ・フローの増加、賞与引

当金の増減額によるキャッシュ・フローの増加、税金等調整前四半期純利益の増加が主なものであります。

 

      (ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー

 投資活動の結果得られた資金は61億44百万円となり、前第２四半期連結会計期間に比べ103億48百万円

増加いたしました。この要因といたしましては、定期預金の払戻による収入の増加、有価証券の取得による

支出の減少が主なものであります。

  　　(ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー

 財務活動の結果支出した資金は76億49百万円となり、前第２四半期連結会計期間に比べ69億92百万円増

加いたしました。この要因といたしましては、長期借入金の返済による支出の増加及び自己株式取得が主な

ものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

     該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

  当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 152,000,000

計 152,000,000

　

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 74,239,892 74,239,892
 東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株　　

計 74,239,892 74,239,892 － －

　　　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

 平成22年７月１日～

 平成22年９月30日　
－ 74,239,892 － 11,316 － 12,332
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
 （千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ノーザントラストカンパニーエイブ
イエフシーサブアカウントアメリカ
ンクライアント　　　　　　　　　

 50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14

 5NT, UK
8,374 11.27

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社
 東京都中央区晴海１丁目８番11号  7,737 10.42

黒　岩　恒　雄  茨城県古河市 3,699 4.98

日本興亜損害保険株式会社  東京都千代田区霞が関３丁目７番３号 3,296 4.44

ノーザントラストカンパニーエイブ
　　　　　イエフシーリユーエスタック
スエグゼンプテドペンションファン
ズ

 50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14

 5NT, UK
2,925 3.93

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社　
 東京都港区南浜松町２丁目11番３号 2,744 3.69

本田技研工業株式会社  東京都港区南青山２丁目１番１号 2,449 3.29

資産管理サービス信託銀行

株式会社

 東京都中央区晴海１丁目８番12号

 晴海アイランドトリトンスクエア

 オフィスタワーZ棟

2,003 2.69

日本生命保険相互株式会社  東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 1,679 2.26

日野自動車株式会社  東京都日野市日野台３丁目１番地１ 1,494 2.01

計 － 36,402 49.03

　（注）１．上記のほか当社所有の自己株式4,587千株（6.17％）があります。

２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　　　　7,737千株

　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　　　2,744千株

　　　資産管理サービス信託銀行株式会社　　　　　　　　　　2,003千株

３. 次の法人から大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、次のとおり株式を所有している旨報告　

　を受けておりますが、当第２四半期会計期間末現在における当該法人名義の実質保有株式数の確認ができま

　せん。

　　なお、大量保有報告書（変更報告書）の写しの内容は以下のとおりであり、株式会社三菱ＵＦＪフィナン

　シャル・グループについては共同保有者（３社）の保有数を合算して記載しております。

 

　　　大量保有者　　　　　　　株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ

　　　住所                    東京都千代田区丸の内２丁目７番１号

　　　保有株式等の数　　　　　3,866,414株

　　　株券等保有割合          5.21％

　　　提出日　　　　　　　　　平成22年８月16日

　　　報告義務発生日　　　　　平成22年８月９日

　

　　　大量保有者　　　　　　　シルチェスター・インターナショナル・インベスターズ・リミテッド

　　　住所　　　　　　　　　　英国ロンドン　ダブリュー１ジェイ　６ティーエル、ブルトンストリート１、

　　　　　　　　　　　　　　　タイムアンドライフビル５階

　　　保有株式等の数　　　　　12,349,000株

　　　株券等保有割合　　　　　16.63％

　　　提出日　　　　　　　　　平成22年10月６日

　　　報告義務発生日　　　　　平成22年９月29日
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

　 　　　　  4,587,000

－ －

 完全議決権株式（その他）
普通株式

            69,312,000
69,312 －

 単元未満株式 普通株式 　  　340,892 － －

 発行済株式総数 74,239,892 － －

 総株主の議決権 － 69,312 －

　（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式444株が含まれております。

 　　　 

 

②【自己株式等】

　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合

（％）

 日本梱包運輸倉庫株式会社
東京都中央区明石町

６番17号
4,587,000 － 4,587,000 6.17

計 － 4,587,000 － 4,587,000 6.17

　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,128 1,116 1,059 1,076 1,064 1,035

最低（円） 1,029 916 972 989 982 980

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部の取引であります。  
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３【役員の状況】

　

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。 

（1）役職の異動　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

 取締役　  東京事業部長　　　　  取締役　
第四営業部長兼輸送営業

 部長兼倉庫営業部長　
 増井　雅彦 平成22年７月１日

 取締役　  　　　　 ―  取締役　  東北事業部長　  岡本　賢二 平成22年７月１日

 取締役　  九州事業部長  取締役　
 九州事業部長兼第二営業

 部長　
 田澤　雅博 平成22年７月１日

 取締役　  東北事業部長  取締役　
 品質安全管理部長兼自動

 車部長兼東京事業部長
 筋野　佳之 平成22年７月１日

 取締役　  総務部長兼社長室長  取締役　  総務部長  佐野　恭行 平成22年８月１日

 取締役
 NK Brasil Logistica

 Ltda.社長　
 取締役            ―  岡本　賢二　 平成22年９月27日　

 取締役　
 情報管理部長兼法務部長

 兼経営企画室長　
 取締役　

 情報管理部長兼人事部長

 兼法務部長兼経営企画室

 長　

 栗栖　隆 平成22年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人に四半期レビューを受け、当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日

から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となり

ました。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,503 12,158

受取手形及び売掛金 22,637 21,650

有価証券 14,267 15,096

商品及び製品 40 33

原材料及び貯蔵品 441 525

繰延税金資産 1,414 1,410

その他 1,613 1,558

貸倒引当金 △14 △38

流動資産合計 47,903 52,395

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 40,610

※
 42,008

機械装置及び運搬具（純額） ※
 2,664

※
 2,891

工具、器具及び備品（純額） ※
 789

※
 850

土地 59,883 59,203

リース資産（純額） ※
 36

※
 41

建設仮勘定 465 680

有形固定資産合計 104,450 105,675

無形固定資産

のれん 328 356

その他 1,584 1,575

無形固定資産合計 1,913 1,931

投資その他の資産

投資有価証券 20,177 23,250

長期貸付金 128 445

繰延税金資産 1,655 1,641

その他 1,706 1,662

貸倒引当金 △107 △81

投資その他の資産合計 23,560 26,918

固定資産合計 129,924 134,525

資産合計 177,827 186,920
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,646 9,214

短期借入金 1,469 6,477

1年内償還予定の社債 400 400

リース債務 11 11

未払法人税等 1,860 2,649

賞与引当金 2,327 2,200

役員賞与引当金 90 190

設備関係支払手形 259 441

その他 6,074 6,542

流動負債合計 22,140 28,127

固定負債

社債 16,000 16,200

長期借入金 10,598 11,117

リース債務 26 31

繰延税金負債 3,956 4,695

退職給付引当金 4,876 4,777

役員退職慰労引当金 795 884

その他 297 334

固定負債合計 36,551 38,041

負債合計 58,691 66,168

純資産の部

株主資本

資本金 11,316 11,316

資本剰余金 12,332 12,332

利益剰余金 96,651 94,524

自己株式 △6,125 △4,124

株主資本合計 114,174 114,048

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,961 7,080

為替換算調整勘定 △1,788 △1,160

評価・換算差額等合計 4,172 5,919

少数株主持分 789 783

純資産合計 119,136 120,751

負債純資産合計 177,827 186,920
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 56,671 61,988

売上原価 50,230 53,792

売上総利益 6,440 8,196

販売費及び一般管理費 ※
 3,262

※
 3,352

営業利益 3,178 4,843

営業外収益

受取利息 241 149

受取配当金 108 144

受取賃貸料 39 36

持分法による投資利益 4 170

投資有価証券評価益 397 －

雑収入 291 341

営業外収益合計 1,081 842

営業外費用

支払利息 215 190

為替差損 95 130

投資有価証券評価損 － 395

雑支出 49 35

営業外費用合計 360 752

経常利益 3,899 4,934

特別利益

固定資産売却益 25 10

貸倒引当金戻入額 － 25

役員退職慰労引当金戻入額 － 9

その他 5 6

特別利益合計 30 52

特別損失

固定資産売却損 3 3

固定資産除却損 16 26

投資有価証券評価損 － 4

早期割増退職金 232 －

特別損失合計 252 34

税金等調整前四半期純利益 3,676 4,952

法人税等 1,812 2,126

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,826

少数株主利益 31 32

四半期純利益 1,832 2,793
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 28,537 31,383

売上原価 24,784 27,174

売上総利益 3,753 4,208

販売費及び一般管理費 ※
 1,628

※
 1,662

営業利益 2,124 2,546

営業外収益

受取利息 122 55

受取配当金 29 44

受取賃貸料 19 18

持分法による投資利益 83 51

雑収入 173 195

営業外収益合計 428 366

営業外費用

支払利息 111 83

為替差損 103 50

投資有価証券評価損 43 18

雑支出 34 13

営業外費用合計 292 166

経常利益 2,260 2,746

特別利益

固定資産売却益 4 6

その他 0 3

特別利益合計 5 10

特別損失

固定資産売却損 1 1

固定資産除却損 5 23

投資有価証券評価損 － 4

早期割増退職金 107 －

特別損失合計 114 29

税金等調整前四半期純利益 2,151 2,727

法人税等 868 1,062

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,664

少数株主利益 19 13

四半期純利益 1,263 1,651
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,676 4,952

減価償却費 2,997 2,652

のれん償却額 27 27

賞与引当金の増減額（△は減少） △339 127

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △144 △99

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 2

退職給付引当金の増減額（△は減少） △173 99

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △23 △88

受取利息及び受取配当金 △393 △294

支払利息 215 190

持分法による投資損益（△は益） △4 △170

固定資産売却損益（△は益） △21 △7

固定資産除却損 15 12

売上債権の増減額（△は増加） 646 △824

その他の資産の増減額（△は増加） 177 58

仕入債務の増減額（△は減少） △1,816 503

その他の負債の増減額（△は減少） △984 △767

その他 △398 475

小計 3,449 6,850

利息及び配当金の受取額 402 446

利息の支払額 △205 △196

法人税等の支払額 △1,214 △2,906

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,433 4,193

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △275 △705

定期預金の払戻による収入 275 4,185

有価証券の取得による支出 △5,298 △1,718

有価証券の売却による収入 1,802 7,071

有形固定資産の取得による支出 △5,713 △1,496

有形固定資産の売却による収入 108 44

無形固定資産の取得による支出 △23 △30

投資有価証券の取得による支出 △2,761 △841

投資有価証券の売却による収入 498 909

貸付けによる支出 △22 △191

貸付金の回収による収入 221 43

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,189 7,268
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,200 1,200

短期借入金の返済による支出 △1,210 △1,200

長期借入れによる収入 3,000 －

長期借入金の返済による支出 △551 △5,527

社債の償還による支出 △200 △200

自己株式の増減額（△は増加） △4 △2,001

配当金の支払額 △644 △715

少数株主への配当金の支払額 △25 △26

その他 △73 66

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,490 △8,404

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16 △133

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,282 2,924

現金及び現金同等物の期首残高 24,185 13,816

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 287 92

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 17,190

※
 16,833
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
　
　

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

1． 連結の範囲に関する事項の変更 (１)連結の範囲の変更

　　第１四半期連結会計期間より、NIPPON KONPO VIETNAM CO.,LTD.は重要

　性が増したため、連結の範囲に含めております。また、当第２四半期連結

  会計期間より、NK Brasil Logistica Ltda.は新たに設立したため、連結

　の範囲に含めております。　

(２)変更後の連結子会社の数

　　23社　

２．持分法の適用に関する事項の変更 (１)持分法適用非連結子会社

　①持分法適用非連結子会社の変更　

　　第１四半期連結会計期間より、株式会社テクニカルニッポンは重要性が

　増したため、持分法適用の範囲に含めております。　

　②変更後の持分法適用非連結子会社の数

　　６社

３．連結子会社の事業年度等に関する

　事項の変更　

従来、連結子会社のうち、A.N.I. LOGISTICS,LTD.、

NIPPON KONPO(THAILAND)CO.,LTD. 及び日梱物流（中国）有限公司の決算日

は12月31日とし、連結財務諸表の作成に当たっては同日現在の財務諸表を使

用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を

行ってまいりました。この度、より実態に即した経営情報を把握するために、

第１四半期連結会計期間より、決算日変更の対応が可能となったA.N.I.

 LOGISTICS,LTD.、NIPPON KONPO(THAILAND)CO.,LTD.について、決算日を３月

31日に変更しております。これにより、A.N.I. LOGISTICS,LTD.、

NIPPON KONPO(THAILAND)CO.,LTD.については、平成22年１月１日から平成22

年９月30日までの財務諸表を連結しております。

４．会計処理基準に関する事項の変更　 (１)資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

　（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する

　会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

　日）を適用しております。

　　当社及び連結子会社において、これによる連結財務諸表への影響はあり

　ません。
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）　

１．前第２四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入額」　　

　は、特別利益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、

　前第２四半連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は３百万円であります。

　

２.「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

　式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

　当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。　

　　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）　

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。　

　　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

 １.　税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の連結

グループ各社の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、88,288百万円であり

ます。

　

 

※　有形固定資産の減価償却累計額は、86,762百万円であり

ます。

 

  

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

賞与引当金繰入額 191百万円

役員賞与引当金繰入額 88 

退職給付費用 78 

役員退職慰労引当金繰入額 75 

その他人件費 1,704 

減価償却費 279 
　

賞与引当金繰入額 228百万円

役員賞与引当金繰入額 90 

退職給付費用 49 

役員退職慰労引当金繰入額 59 

その他人件費 1,824 

減価償却費 256 
　

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

賞与引当金繰入額 55百万円

役員賞与引当金繰入額 44 

退職給付費用 45 

役員退職慰労引当金繰入額 30 

その他人件費 891 

減価償却費 145 
　

賞与引当金繰入額 86百万円

役員賞与引当金繰入額 44 

退職給付費用 24 

役員退職慰労引当金繰入額 27 

その他人件費 950 

減価償却費 126 
　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 6,843

有価証券 17,097

預入期間が３か月を超える定期預金 △343

償還期限が３か月を超える債券等 △6,407

現金及び現金同等物 17,190

 　

 （百万円）

現金及び預金勘定 7,503

預入期間が３か月を超える定期預金 △859

有価証券勘定のうち取得日から３か月以

内に償還期限の到来する短期投資
10,190

現金及び現金同等物 16,833
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（株主資本等関係）

      当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平
成22年９月30日）

　    １．発行済株式の種類及び総数
　　普通株式  74,239千株

　
　    ２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式 4,587千株
　
　　　３．配当に関する事項

  （1）配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 715 10 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　
　（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間　
　　 末後となるもの　

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月５日　

取締役会
普通株式 696 10　 平成22年９月30日平成22年12月９日利益剰余金

 
  　　４．株主資本の金額の著しい変動　　
　　　　（自己株式の取得）
　　　　　当社は、平成22年８月５日開催の取締役会において、自己株式を取得することを決議し、平成22年８月６　
 　　　 日に自己株式1,945,000株、1,999百万円を取得しております。この結果、当第２四半期連結会計期間末にお　
 　　　 いて自己株式が6,125百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
運送事業
（百万円）

倉庫事業
（百万円）

梱包事業
（百万円）

テスト事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高         

(1）外部顧客に対する売

上高
12,7784,3367,8161,9671,63828,537 ― 28,537

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
44 64 83 2 172 366 (366) ―

計 12,8234,4017,8991,9691,81028,903 (366) 28,537

営業利益 631 801 394 52 175 2,055  68 　　 2,124

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
運送事業
（百万円）

倉庫事業
（百万円）

梱包事業
（百万円）

テスト事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高         

(1）外部顧客に対する売

上高
24,6348,79516,3273,8683,04456,671 ― 56,671

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
69 135 184 3 328 720 (720) ―

計 24,7038,93116,5113,8723,37357,391 (720) 56,671

営業利益又は

営業損失(△)
645 1,550 604 △59 310 3,050 127 　　 3,178

　（注）１．事業区分は売上集計区分によっております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

運送事業  四輪・二輪完成自動車及び自動車部品・住宅設備・農業用機械の輸送

倉庫事業  四輪・二輪完成自動車及び自動車部品・住宅設備・農業用機械の保管

梱包事業  作業請負・自動車部品等の納入代行・輸出梱包

テスト事業  預り商品のテスト

その他事業
 通関業・車両等の修理・石油製品の販売・損害保険代理業

 ・不動産の売買、賃貸及びその仲介管理・廃棄物の処理及び収集に関する事業

　　　　３. 配賦不能営業費用に該当するものはありません。

　　　　４. 事業区分の方法の変更

　　　　　　前第２四半期連結累計期間

　　　　　　事業区分の方法については、従来、事業の種類・性質の類似性等の観点に基づき４区分としていましたが、前第４四

半期連結会計期間より、従来「その他事業」セグメントに含めて表示していたテスト事業については、金額的

重要性が増したため「テスト事業」セグメントとして区分掲記し、５区分に変更しました。なお、前第２四半期

連結累計期間のセグメント情報を当第２四半期連結累計期間において用いた事業区分の方法により区分する

と、テスト事業の売上高が52億円（うち外部顧客に対する売上高51億97百万円）となり、その他事業の売上高

が同額減少します。また、テスト事業の営業利益が4億22百万円となり、その他事業の営業利益が同額減少しま

す。 　　　　　　 
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 25,548 1,919 1,068 28,537 ― 28,537

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
25 12 10 49 (49) ―

計 25,574 1,931 1,079 28,586 (49) 28,537

営業利益又は営業損失(△) 1,996 134 △5 2,124 ― 2,124

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 50,317 3,862 2,490 56,671 ― 56,671

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
64 25 18 108 (108) ―

計 50,382 3,888 2,509 56,779 (108) 56,671

営業利益 2,914 227 36 3,177 0 3,178

（注）１. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　　　（1）北米………米国

　　　  （2）アジア……タイ、中国

３. 配賦不能営業費用に該当するものはありません。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 1,919 1,081 ― 3,001

Ⅱ　連結売上高（百万円） ― ― ― 28,537

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 6.7 3.8 ― 10.5

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 3,862 2,510 0 6,373

Ⅱ　連結売上高（百万円） ― ― ― 56,671

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 6.8 4.4 　　　 0.0 11.2

（注）１. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　　　（1）北米………米国

　　　　（2）アジア……タイ、中国、インドネシア、ベトナム、フィリピン、シンガポール

　　　　（3）その他……イタリア

　　　３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　　　　　　　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

　　　　　　経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

　　　　　　す。

　　　　　　当社は、提供するサービスの種類により、「運送事業」、「倉庫事業」、「梱包事業」及び「テスト事

　　　　　業」の４つを報告セグメントとしております。

　　　　　「運送事業」は、四輪・二輪完成自動車及び自動車部品、住宅設備、農業用機械等の輸送を行っておりま

　　　　　す。「倉庫事業」は、四輪・二輪完成自動車及び自動車部品、住宅設備、農業用機械等の保管を行ってお

　　　　　ります。「梱包事業」は、作業請負、自動車部品等の納入代行、輸出梱包等を行っております。「テスト

　　　　　事業」は、預り商品のテスト等を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:百万円)

　
　　　　　　　　　　　報告セグメント その他

（注）　
合計

運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業 計

売上高        

　外部顧客への売上高 29,164 8,743 16,679 3,746 58,333 3,655 61,988

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
113 133 213 11 472 438 911

計 29,278 8,876 16,892 3,757 58,805 4,094 62,900

　セグメント利益又は　

　セグメント損失（△）
1,354 1,693 1,267 △6 4,309  391 　　 4,700

 

　

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:百万円)

　
　　　　　　　　　　　報告セグメント その他

（注）　
合計

運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業 計

売上高        

　外部顧客への売上高 14,787 4,379 8,376 1,907 29,451 1,932 31,383

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
66 68 112 5 252 218 471

計 14,853 4,448 8,489 1,912 29,704 2,151 31,855

　セグメント利益 798 808 623 22 2,253  221 　　 2,475

 (注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含　　
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　　んでおります。　

　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主

な内容（差異調整に関する事項）　

　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　(単位:百万円)

利益　 金額

報告セグメント計 4,309

「その他」の区分の利益 391

その他の調整額（注） 143

四半期連結損益計算書の営業利益 4,843

　

　　　　　　　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　(単位:百万円)

利益　 金額

報告セグメント計 2,253

「その他」の区分の利益 221

その他の調整額（注） 70

四半期連結損益計算書の営業利益 2,546

（注）その他の調整額は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額であります。

　

　

４. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　　　該当事項はありません。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）

を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

 １株当たり純資産額 1,699.11円
 

 １株当たり純資産額 1,675.56円
 

 

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 25.60円  １株当たり四半期純利益金額 39.38円

    なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

  ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

  ん。 

    なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

  ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

  ん。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

 １株当たり四半期純利益金額   

 四半期純利益（百万円） 1,832 2,793

 普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

 普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,832 2,793

 期中平均株式数（千株） 71,603 70,949

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 17.64円  １株当たり四半期純利益金額 23.49円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 １株当たり四半期純利益金額   

 四半期純利益（百万円） 1,263 1,651

 普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

 普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,263 1,651

 期中平均株式数（千株） 71,602 70,300

 

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

  

 

２【その他】

　平成22年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（１）配当金の総額……………………………………696百万円

（２）１株当たりの金額………………………………10円00銭　

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成22年12月９日

　（注）　平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月12日

日本梱包運輸倉庫株式会社

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 渡　邉　宣　昭　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　栖　孝　彰　　印

 

 

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本梱包運輸倉庫

株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日か

ら平成21年9月30日まで)及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年9月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本梱包運輸倉庫株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

（注）　　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連結財

務諸表に添付する形で別途保管している。

　　なお、四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。

　

EDINET提出書類

日本梱包運輸倉庫株式会社(E04191)

四半期報告書

28/29



　
独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年11月12日

日本梱包運輸倉庫株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡　邉　宣　昭　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　信　一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　栖　孝　彰　　印

　

 

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本梱包運輸倉庫

株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日か

ら平成22年9月30日まで)及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年9月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本梱包運輸倉庫株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

（注）　　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連結財

務諸表に添付する形で別途保管している。

　　なお、四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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